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研究成果の概要（和文）：本研究では、脳波や眼球運動・心拍数などの生理指標を用いて、夢の情動価(ネガテ
ィブかポジティブか)を機械学習で判定するアルゴリズムの構築を試みました。広島大学で取得したレム睡眠中
の夢報告と同時に取得した生理データを用いて、ランダムフォレストとBORUTAによる特徴量選択を行う機械学習
アルゴリズムを構築しました。その結果、7割近い精度で夢の情動価を判別することができました。

研究成果の概要（英文）：In this study, we attempted to construct a machine-learning algorithm to 
determine the affective value (negative or positive) of dreams using physiological indicators such 
as EEG, eye movements and heart rate. Using physiological data obtained simultaneously with dream 
reports during REM sleep acquired at Hiroshima University, we constructed a machine learning 
algorithm for feature selection using random forests and BORUTA. As a result, we were able to 
discriminate the emotional valence of dreams with nearly 70% accuracy. 

研究分野：精神生理学

キーワード： 夢　機械学習　レム睡眠　脳波
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
悪夢はうつ病や自殺の予測因子であることがわかっていることから、本成果で構築した夢の情動価判別アルゴリ
ズムは悪夢の検知によるうつや自殺の予防法開発等に役立つ可能性があります。さらにエンターテインメント分
野においても、夢の内容にアクセスする新たなインターフェースの開発にも貢献すると考えられます。また本研
究の特色として、大型の機器を使用せず、脳波や生理反応など比較的簡便に測定できる手法を用いていることか
ら、応用可能性が高いこともあげられます。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、REM 睡眠が情動調節機能に与える影響が明らかになってきているが、そのメカニズム
はほとんどが明らかになっていない。背景には夢見を伴う複雑な生理学的メカニズムがあると
想定されるが、夢内容を調べる研究はデータ取得コストが高く、その重要性の割に進展していな
い現状である。睡眠の不調が情動調節機能を阻害するメカニズムにおいて、REM睡眠の関与が
指摘されている。うつ病患者は急速眼球運動の増加など REM睡眠に異常をきたし、逆に抗うつ
治療の多くはそれらの症状を正常化させる。慢性不眠症患者のうつ病発症メカニズムとしても
REM睡眠の変質が背景にあることが指摘されている。さらに申請者らの研究において、部分断
眠後に REM睡眠が低下した参加者ほど、扁桃体抑制機能が低下することを明らかにしている。
REM睡眠中には、急速眼球運動に対応して視覚野とともに情動処理の中枢を担う扁桃体の活動
増加が観察されており、その背景には情動を伴う夢見体験と関連した複雑な情動調節機構が存
在すると考えられる。 
また REM睡眠中の夢見体験の中で、強い不快な情動を伴うものは悪夢と呼ばれる。悪夢によ
って睡眠が妨げられ著しい苦痛となる、器質的な要因がない等の症状を満たす場合には「悪夢障
害」として臨床的な診断がつくこともある。悪夢はうつ病のリスク要因であり、悪夢のあるうつ
病患者は悪夢のない患者に比べて、自殺のリスクが高いことが示されており、夢見の機能的役割
として、情動調節機能との何らかの関連があることを示唆している。しかし、その詳細な関連メ
カニズムは明らかではない。 
 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、REM 睡眠中の夢の情動価（快、不快）を推定するアルゴリズムの構築を
試みる。具体的には、判別率の高いアルゴリズムに採用された特徴量を調べることによって、夢
の情動価に強い影響を与える因子を調査する。この技術によって参加者を覚醒させることなく
夢の情動価を推定可能になれば、今後の夢見と REM 睡眠の情動調節メカニズムについての研
究の進展に大きく貢献する可能性がある。覚醒時と夢見時の情動反応の差異や共通点について
もアプローチでき、夢の機能的役割に迫る基礎研究としても重要な知見となる。また波及効果と
して、本研究の進展によって参加者を覚醒させることなく夢の情動的内容を推定することが可
能になれば、上記の実験のエフォートを大幅に削減できる上、医療機関に蓄積されている睡眠ポ
リグラフ検査のビッグデータ解析等も可能であり、REM睡眠、夢見、情動調節に関する後続研
究の大幅な進展に役立つことが期待される。さらに、香り刺激によって夢内容を変更することに
成功した報告があり、将来的には、本技術による悪夢の検知と組み合わせることで、悪夢障害の
治療や、自殺リスクの高まっている悪夢を有するうつ患者の新たな治療オプションとなる可能
性がある。 
 
 
３．研究の方法 
夢聴取内容、夢聴取直前の REM 睡眠中の生理反応を用いた REM 睡眠中の夢の情動価（快、
不快）を推定するアルゴリズムの構築、在宅での睡眠実験を実施した。夢聴取内容、夢聴取直前
の REM睡眠中の生理反応を用いて、REM 睡眠中の夢の情動価（快、不快）を推定するアルゴ
リズムの構築を行った。推定の際には、夢の情動価を目的変数とし、説明変数を REM睡眠中の
生理反応とした。アルゴリズムの構築には、変数選択手法である Borutaとランダムフォレスト
を用い、変数選択によって選択された変数を判別に寄与する因子として評価した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 



交差検証によりアルゴリズムを評価した結果、7割近い精度で夢の情動価を判別することがで
きた。ポジティブとネガティブの判別において、Boruta 法により選択された生理指標の変数重
要度を図 3-1 に、混同行列と各評価指標を図 3-2 に示した。Boruta 法により変数重要度が高い
順に P2r(Oz)、P2r(POz)、PRN(Fz)、θ(Fp2)、α(T5)、α(F7)、α(T4)、P1r(Oz)が選択され、脳
波パワー値と事象関連電位が判別に重要な変数であった。また、選択された変数の中でも事象関
連電位である P2r(Oz)、P2r(POz)、PRN(Fz)は特に変数重要度が高く、ポジティブとネガティブ
の判別において有用な生理指標であることが示された。判別の正解率は 72.7%であり、チャンス
レベル 50%を大きく上回る結果となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Boruta法により選択された生理指標の変数重要度 

(ポジティブ vsネガティブ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

混同行列と各評価指標 
(ポジティブ vsネガティブ) 

 
 
本研究の特色として、大型の機器を使用せず、脳波や生理反応など比較的簡便に測定できる手
法を用いていることから、応用可能性が高いと考えられる。本成果で構築した夢の情動価判別ア
ルゴリズムは悪夢の検知によるうつや自殺の予防法開発等に役立つ可能性がある。さらにエン
ターテインメント分野においても、夢の内容にアクセスする新たなインターフェースの開発に
も貢献すると考えられる。 
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